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ドライバーへの「マスク着用」の徹底

作業前、『事前打合せ』を行い、安全に作業を行いましょう

2020年 夏の交通安全運動
２０２０年７月１３日（月）～７月２２日（水）まで
○飲酒運転の根絶
○子供と高齢者の交通事故防止
○スピードダウンと全席シートベルト着用
○バイク・自転車の交通事故防止

◇交通事故を防止するために ◇
■ 道路を渡る歩行者を予測
■ 交差点では、必ず安全確認
■ 前方をよく見て運転に集中

子ども、自転車、散歩・・・住宅街の走行は、『徐行』、『安全確認』

「見落とし」を、無くせば･･･「事故は無くなる」

一時停止は、「３秒停止」

◇追突事故の根絶◇
・・・ わき見は厳禁、１００％運転に集中しましょう ・・・

◇交差点事故の根絶◇
イエローストップの励行 ☞ 黄色信号は・・・『止まれ』です

◇信号変わり目 対向の直進車が ･･･止まらず､来る『かもしれない』 ◇

◇構内事故のほとんどは、止まっている物に衝突◇
● そこに何があるのか、目で見て確認（屋根・シャッター・車・他）
● バック発進前に、車を降りて、後方の確認を

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

「だろう運転」から「かもしれない運転」を心掛けましょう

深夜3時 交差点 信号機の柱、ガードレールに衝突
乗用車の男性死亡

◇目がかゆいは眠気のサイン 運転時の休憩は２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２０年０７月１４日 １１時５９分
１４日午前３時半ごろ、香川県の交差点で乗用車が信号機の柱やガードレールに衝突しました。乗用車を運転し

ていた無職の男性（５９）が死亡。警察は、現場の交差点で信号待ちをしていた別の車のドライブレコーダーの
映像を詳しく分析するなどして、事故の原因を調べています。

民家に車が突っ込む
住人は２階にいて、けがはなかった

◇車が動いているときは、いかなる場合も 常に、100％運転に集中しましょう◇
２０２０／７／１４（火） １７：４８

１４日午前８時ごろ、群馬県にある２階建ての住宅に乗用車が突っ込みました。この事故で運転していた女性
（７３）が病院に運ばれていますが、命に別状はないということです。「どかーんっていう、何事かなって思うく
らいの音でした。車体の４分の３くらい入ってたんじゃない？」（住人の女性）住宅は１階部分が物置兼作業場
になっていて、住人の女性は２階の居住部分にいて、けがはなかったということです。

夜8時 酒気帯び 運河に転落
1メートルの堤防を乗り越え、柵を突き破り
運転していた男性、病院に搬送、意識はある

◇飲酒運転を、分かっていてする人間を、どうやってやめさせるか？◇
◇情けないけれど･･･「罰則の強化」・・・しかないのか？◇

２０２０／７／１５（水） ７：０７
１４日午後８時半ごろ、東京都で「車が運河に落ちたようだ」と通報がありました。運河を捜索し、運転して

いた男性１人を救助しました。男性は意識はあるということです。車は、高さおよそ１メートルの堤防を乗り越
え、柵を突き破って転落。目撃者は「車はブレーキもかけずに落ちていった」と話している。男性から、酒のに
おいがしたことから、警視庁は、運転していた男性が酒に酔っていた可能性があるとみて当時の状況を調べる。


